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東アジア

大阪営業所
大阪サービス
大阪工場
大阪市西成区
㈱サーモテック
大阪市西成区

㈱レイケン
東京都中央区

広島営業所
広島サービス
広島市南区

九州営業所
九州サービス
福岡市博多区

三田工場
カワタテクニカルセンター
兵庫県三田市

エム・エルエンジニアリング㈱
静岡県藤枝市

南関東営業所
南関東サービス
神奈川県厚木市

本社
大阪第二オフィス
大阪市西区

名古屋営業所
名古屋サービス
名古屋市東区

静岡営業所
静岡サービス
静岡市駿河区

東京営業所
東京都中央区

仙台営業所
仙台サービス
仙台市太白区

埼玉営業所
東京サービス
東京工場
埼玉県川口市

北関東サービス
群馬県高崎市

東アジア 日本 北中米

東南アジア

株主のみなさまには、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
ここに当社の第75期報告書をお届けいたします。
足元は厳しい経営環境が続いておりますが、成長戦略の実行と企業体
質改善に取り組み、中長期的な株主価値向上に努めてまいります。
株主のみなさまにおかれましては、今後ともなにとぞ倍旧のご支援と
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

2024年6月26日

現場第一主義を基本姿勢とし、創業以来培ってきた技術を基に、
お客様の生産活動の改善につながる提案と、
お客様に喜んでいただける製品・サービスを提供することにより、
世界の人々のより豊かで安全な暮らしに貢献します。

当期の業績

代表取締役社長 白石 亙

商 号 株式会社カワタ
（KAWATA MFG. CO.,LTD.）

本 社 〒550-0011
大阪市西区阿波座1-15-15

設 立 1951年7月13日

資 本 金 977,142,640円

従 業 員 数 244名（連結809名）
（使用人兼務取締役、出向社員、契約社員、パート
タイマー及び嘱託再雇用社員は除く）

■ 会社の概要（2024年3月31日現在）  ■ 役 員（2024年6月26日現在）  

■ カワタグローバルネットワーク

〒550-0011 大阪市西区阿波座1-15-15　TEL （06）6531- 8211

発 行 可 能 株 式 総 数 20,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 7,210,000 株
単 元 株 式 数 100 株
株 主 数 8,249 名

（前期末比 406 名増）

■ 株式の状況

株主メモ
事　業　年　度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の管理機関
同 連 絡 先

公　告　方　法

1. 	�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おります。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主
名簿管理人ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 	�特別口座に口座をお持ちの株主様の各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座管理
機関にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次
ぎいたします。

3. 	�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

上場証券取引所
会 計 監 査 人

東京証券取引所　スタンダード市場
EY新日本有限責任監査法人

（ご注意）

毎年4月１日から翌年3月31日まで
毎年6月中
定時株主総会　　　3月31日
剰余金の配当   期末3月31日
　　　　　　　中間 9月30日
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町3-６-３
☎0120−094−777（通話料無料）
電子公告
ただし電子公告による公告ができない場合は、日本経済新
聞に掲載します。
当社ホームページ    （https://www.kawata.cc/）に掲載

代 表 取 締 役 社 長 白 石　　　 亙

取 　 　 締 　 　 役 白　 井　 英　 徳

取 　 　 締 　 　 役 木　 水　　 　 均

取 　 　 締 　 　 役 橋 本 敏 郎

取締役常勤監査等委員 田 端 久 和

取 締 役 監 査 等 委 員 佐 々 木 　 清 　 一

取 締 役 監 査 等 委 員 玉 置 繁 之

■ 大株主（上位10名） 

株 主 名 持株数
カワタ共伸会 495,000 株

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 256,000
カワタ従業員持株会 243,080
㈱三菱ＵＦＪ銀行 227,300
島根良明 114,300
日本生命保険相互会社 110,700
明治安田生命保険相互会社 110,000
大阪中小企業投資育成㈱ 110,000
日本システムコントロール㈱ 109,200
日本マスタートラスト信託銀行㈱（役員報酬BIP信託口・76541口） 100,659
※上記のほか、自己株式が128,308株あります。

会社情報 株式情報 2024年3月31日現在
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■ 所有者別分布表

個人・その他
8,085名

4,415千株
61.2％

500単元以上
25名

 2,948千株
40.9％

1単元未満
649名
 5千株
0.1％

金融関係
48名 1,387千株
19.2％

100単元以上
74名
1,409千株
19.5％

10単元以上
786名
1,685千株
23.4％

1単元以上
6,715名

1,160千株
16.1％

その他の法人
76名 950千株
13.2％

外国法人・外国人
39名 328千株
4.6％

自己株式
  1名

128千株
1.8％

■ 所有株式数別分布表
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世界経済は、コロナ禍からの経済正常化が進む一方、コロナ禍による繰越需要が一巡し、インフレや金融
引き締めによる影響により、成長が鈍化傾向。日本経済は総じて回復基調にあるが、設備投資は弱含みの
状態が継続。

営業利益：売上総利益率の低下や販管費の増加があったが、売上高の増加により1,249百万円となった。
経常利益：為替差益の計上により1,414百万円となった。
親会社株主に帰属する当期純利益：減損損失のほか、法人税、住民税及び事業税などにより929百万円と
なった。

自動車業界向けの射出成形関連の受注低迷が続いたうえに、スマホ・ＶＲ用レンズ受注の一服感もあり、
受注高は15.9％減、受注残高は24.9％減となった。

1

3

2

詳しいIR情報は、
当社ホームページにて掲載しています。

https://www.kawata.cc/

トップページ IRページ株式会社カワタ 検索

WEBサイトのご案内

証券コード 6292

カワタテクニカルセンターカワタテクニカルセンター

報告書
2023年4月1日～2024年3月31日

株主のみなさまへ

KAWATA IR Report
第 期75
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トピックス

配当金について
第75期の１株当たりの中間配当金及び期末配当金は、ともに20.5円となり、合計41円となりました。

＜過去５年間の配当金の推移＞

TOPICS
地域別の概況

連結財務ハイライト 単位：百万円 / 1株当たり純利益のみ単位：円

単位：円

中間期 通期

第71期

41

第76期（予想）

41

20.5

20.5

第75期

41

20.5

20.5

第72期

15

15

30

第73期

15

15

30

第74期

15

15

30

20.5

20.5

ご案内

今後の見通し
世界経済は中国経済の減速感や欧米における金融引き締めなどにより、当面は低成長が続くと思われ、当
社グループを取り巻く環境は厳しい状況となっている。

中期的には、自動車関連業界の変化や通信機器のさらなる進展に的確に対応し、販売拡大と収益力向上を
目指す。また、環境問題については、得意先の生産現場や製造物のほか、当社グループにおける事業活動
を通じて貢献する。

業績及び見通しの詳細な情報は、5月10日発表の決算短信等をご覧ください。
https://www.kawata.cc/information/ir/14985/

射出成形機の受注が低迷しており、大型受注案件の売上も一巡したことにより、第76期は減収減益を見
込む。

1

3

2

売上高

第73期第72期 第74期 第75期

18,383

8,450

18,826

7,843

16,787

8,695

24,494

12,374

中間期 通期 営業利益 中間期 通期

第73期第72期 第74期 第75期

760

289

638506

299

1,249

664

△38

1株当たり純利益 中間期 通期

133

第73期第72期 第74期 第75期

77
75

22

5042

18
△4

経常利益 中間期 通期

第73期第72期 第74期 第75期

903 813

314

597

281

1,414

771

185

総資産/純資産

親会社株主に帰属する純利益 中間期 通期

純資産 総資産

第73期第72期 第74期 第75期

25,171
22,036

11,322 11,760

20,911

10,621

26,741

12,642

第73期第72期 第74期 第75期

540
351

929

526

第76期（予想）

22,100

第76期（予想）

650

57

第76期（予想）

第76期（予想）

660

第76期（予想）

400

159
296

131

△31

※各セグメントの数値は、セグメント間の内部売上高を含んでおります。

日 本 東アジア
売上高

16,552百万円

営業利益

1,021百万円

売上高

7,012百万円

営業利益

285百万円

EV向けのリチウムイオン電
池関連の売 上が 堅調に推
移。前期に受注したフィル
ム・シート関連等の大型案
件の売上が計上されたこと
により増収。

国・地域によりばらつきが
あるものの、民間設備投資
については緩やかな回復が
ある一方、自動車関連の設
備投資の伸び悩みが一部で
あり売上は微増。

EV向けのリチウムイオン電
池関連ならびにスマホ・VR
用レンズ関連の売り上げが
堅調に推移したことにより
増収。

売上構成としては小さいが、
日系の自動車関連の設備投
資があり増収。

16,552
12,847

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

1,8841,861

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

7,012
5,430

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

267
191

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

売上構成比
67.6%

売上構成比
28.6%

東南アジア 北中米
売上高

1,884百万円

営業利益

39百万円

売上高

267百万円

営業損失

121百万円

売上構成比
7.7%

売上構成比
1.1%

当社グループは、高収益体質を確立するため、安定的に当期利益10億円以上、ROE8％以上を確保することにより、
DOE2.5％以上を目指すことを掲げております。これらの目標を達成するため、収益力の向上と資産効率の改善という
両面からの取り組みを進め、資本収益性を高めることを目指してまいります。

第75期におきましては、積極的に展示会に出展いたしました。

スーパーミキサーやナノパージョンピッコロのほか、金型温度調節機を展示し、
プラスチック以外の分野（食品、衣料、新素材）の営業力強化を図りました。

コーティング技術紹介とそのプロモーションを
目的に出展し、販路の拡大を図りました。

「お客様のカーボンニュートラルへの貢献」を出展時のメインテーマとして掲げ、省エネのための乾燥機のフルラインナ
ップ展示、消費エネルギーの削減提案、IoTを活用した生産活動の効率化という3つを軸に製品展示と説明をしたことに
加え、ブース内セミナーを初開催するなど情報発信力を強化し、全社挙げての営業展開をいたしました。

2024年度～2026年度中期経営計画Topics 01

展示会出展報告Topics 02

粉体技術展20231

BATTERY JAPAN関西　第10回[関西]二次電池展2

IPF Japan 20233

● 会　　場：大阪産業創造館（大阪府）
● 日　　時：2023年11月10日（金）
● 来場者数：462名

● 会　　場：インテックス大阪（大阪府）
● 日　　時：2023年11月15日（水）～17日（金）
● 来場者数：11,955名

● 会　　場：幕張メッセ（千葉県）
● 日　　時：2023年11月28日（火）～12月2日（土）
● 来場者数：43,676名

当社グループの中期経営計画はこちらからご覧ください。
https://www.kawata.cc/ir/chukei/
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※各セグメントの数値は、セグメント間の内部売上高を含んでおります。

日 本 東アジア
売上高

16,552百万円

営業利益

1,021百万円

売上高

7,012百万円

営業利益

285百万円

EV向けのリチウムイオン電
池関連の売 上が 堅調に推
移。前期に受注したフィル
ム・シート関連等の大型案
件の売上が計上されたこと
により増収。

国・地域によりばらつきが
あるものの、民間設備投資
については緩やかな回復が
ある一方、自動車関連の設
備投資の伸び悩みが一部で
あり売上は微増。

EV向けのリチウムイオン電
池関連ならびにスマホ・VR
用レンズ関連の売り上げが
堅調に推移したことにより
増収。

売上構成としては小さいが、
日系の自動車関連の設備投
資があり増収。

16,552
12,847

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

1,8841,861

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）
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5,430

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

267
191

第75期第74期

売上高 （単位：百万円）

売上構成比
67.6%

売上構成比
28.6%

東南アジア 北中米
売上高

1,884百万円

営業利益

39百万円

売上高

267百万円

営業損失

121百万円

売上構成比
7.7%

売上構成比
1.1%

当社グループは、高収益体質を確立するため、安定的に当期利益10億円以上、ROE8％以上を確保することにより、
DOE2.5％以上を目指すことを掲げております。これらの目標を達成するため、収益力の向上と資産効率の改善という
両面からの取り組みを進め、資本収益性を高めることを目指してまいります。

第75期におきましては、積極的に展示会に出展いたしました。

スーパーミキサーやナノパージョンピッコロのほか、金型温度調節機を展示し、
プラスチック以外の分野（食品、衣料、新素材）の営業力強化を図りました。

コーティング技術紹介とそのプロモーションを
目的に出展し、販路の拡大を図りました。

「お客様のカーボンニュートラルへの貢献」を出展時のメインテーマとして掲げ、省エネのための乾燥機のフルラインナ
ップ展示、消費エネルギーの削減提案、IoTを活用した生産活動の効率化という3つを軸に製品展示と説明をしたことに
加え、ブース内セミナーを初開催するなど情報発信力を強化し、全社挙げての営業展開をいたしました。

2024年度～2026年度中期経営計画Topics 01

展示会出展報告Topics 02

粉体技術展20231

BATTERY JAPAN関西　第10回[関西]二次電池展2

IPF Japan 20233

● 会　　場：大阪産業創造館（大阪府）
● 日　　時：2023年11月10日（金）
● 来場者数：462名

● 会　　場：インテックス大阪（大阪府）
● 日　　時：2023年11月15日（水）～17日（金）
● 来場者数：11,955名

● 会　　場：幕張メッセ（千葉県）
● 日　　時：2023年11月28日（火）～12月2日（土）
● 来場者数：43,676名

当社グループの中期経営計画はこちらからご覧ください。
https://www.kawata.cc/ir/chukei/
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トピックス

配当金について
第75期の１株当たりの中間配当金及び期末配当金は、ともに20.5円となり、合計41円となりました。

＜過去５年間の配当金の推移＞
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https://www.kawata.cc/information/ir/14985/
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両面からの取り組みを進め、資本収益性を高めることを目指してまいります。

第75期におきましては、積極的に展示会に出展いたしました。

スーパーミキサーやナノパージョンピッコロのほか、金型温度調節機を展示し、
プラスチック以外の分野（食品、衣料、新素材）の営業力強化を図りました。

コーティング技術紹介とそのプロモーションを
目的に出展し、販路の拡大を図りました。

「お客様のカーボンニュートラルへの貢献」を出展時のメインテーマとして掲げ、省エネのための乾燥機のフルラインナ
ップ展示、消費エネルギーの削減提案、IoTを活用した生産活動の効率化という3つを軸に製品展示と説明をしたことに
加え、ブース内セミナーを初開催するなど情報発信力を強化し、全社挙げての営業展開をいたしました。
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カワタパシフィック
PTE. LTD.

カワタ
マーケティング
SDN. BHD.

PT. カワタ
マーケティング
インドネシア

カワタマシナリー
メキシコS.A.DE C.V.

カワタU.S.A. INC.

川田機械香港
有限公司

川田機械製造
（上海）有限公司

川田國際股份
有限公司

カワタマシナリー
ベトナムCO., LTD.

PT. カワタ
インドネシア

カワタタイランド
CO., LTD.

カワタタイランド
CO., LTD.

（フィリピン）

東アジア

大阪営業所
大阪サービス
大阪工場
大阪市西成区
㈱サーモテック
大阪市西成区

㈱レイケン
東京都中央区

広島営業所
広島サービス
広島市南区

九州営業所
九州サービス
福岡市博多区

三田工場
カワタテクニカルセンター
兵庫県三田市

エム・エルエンジニアリング㈱
静岡県藤枝市

南関東営業所
南関東サービス
神奈川県厚木市

本社
大阪第二オフィス
大阪市西区

名古屋営業所
名古屋サービス
名古屋市東区

静岡営業所
静岡サービス
静岡市駿河区

東京営業所
東京都中央区

仙台営業所
仙台サービス
仙台市太白区

埼玉営業所
東京サービス
東京工場
埼玉県川口市

北関東サービス
群馬県高崎市

東アジア 日本 北中米

東南アジア

株主のみなさまには、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
ここに当社の第75期報告書をお届けいたします。
足元は厳しい経営環境が続いておりますが、成長戦略の実行と企業体
質改善に取り組み、中長期的な株主価値向上に努めてまいります。
株主のみなさまにおかれましては、今後ともなにとぞ倍旧のご支援と
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

2024年6月26日

現場第一主義を基本姿勢とし、創業以来培ってきた技術を基に、
お客様の生産活動の改善につながる提案と、
お客様に喜んでいただける製品・サービスを提供することにより、
世界の人々のより豊かで安全な暮らしに貢献します。

当期の業績

代表取締役社長 白石 亙

商 号 株式会社カワタ
（KAWATA MFG. CO.,LTD.）

本 社 〒550-0011
大阪市西区阿波座1-15-15

設 立 1951年7月13日

資 本 金 977,142,640円

従 業 員 数 244名（連結809名）
（使用人兼務取締役、出向社員、契約社員、パート
タイマー及び嘱託再雇用社員は除く）

■ 会社の概要（2024年3月31日現在）  ■ 役 員（2024年6月26日現在）  

■ カワタグローバルネットワーク

〒550-0011 大阪市西区阿波座1-15-15　TEL （06）6531- 8211

発 行 可 能 株 式 総 数 20,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 7,210,000 株
単 元 株 式 数 100 株
株 主 数 8,249 名

（前期末比 406 名増）

■ 株式の状況

株主メモ
事　業　年　度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の管理機関
同 連 絡 先

公　告　方　法

1. 	�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おります。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主
名簿管理人ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 	�特別口座に口座をお持ちの株主様の各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座管理
機関にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次
ぎいたします。

3. 	�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

上場証券取引所
会 計 監 査 人

東京証券取引所　スタンダード市場
EY新日本有限責任監査法人

（ご注意）

毎年4月１日から翌年3月31日まで
毎年6月中
定時株主総会　　　3月31日
剰余金の配当   期末3月31日
　　　　　　　中間 9月30日
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町3-６-３
☎0120−094−777（通話料無料）
電子公告
ただし電子公告による公告ができない場合は、日本経済新
聞に掲載します。
当社ホームページ    （https://www.kawata.cc/）に掲載

代 表 取 締 役 社 長 白 石　　　 亙

取 　 　 締 　 　 役 白　 井　 英　 徳

取 　 　 締 　 　 役 木　 水　　 　 均

取 　 　 締 　 　 役 橋 本 敏 郎

取締役常勤監査等委員 田 端 久 和

取 締 役 監 査 等 委 員 佐 々 木 　 清 　 一

取 締 役 監 査 等 委 員 玉 置 繁 之

■ 大株主（上位10名） 

株 主 名 持株数
カワタ共伸会 495,000 株

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 256,000
カワタ従業員持株会 243,080
㈱三菱ＵＦＪ銀行 227,300
島根良明 114,300
日本生命保険相互会社 110,700
明治安田生命保険相互会社 110,000
大阪中小企業投資育成㈱ 110,000
日本システムコントロール㈱ 109,200
日本マスタートラスト信託銀行㈱（役員報酬BIP信託口・76541口） 100,659
※上記のほか、自己株式が128,308株あります。

会社情報 株式情報 2024年3月31日現在

TOP MESSAGE
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■ 所有者別分布表

個人・その他
8,085名

4,415千株
61.2％

500単元以上
25名

 2,948千株
40.9％

1単元未満
649名
 5千株
0.1％

金融関係
48名 1,387千株
19.2％

100単元以上
74名
1,409千株
19.5％

10単元以上
786名
1,685千株
23.4％

1単元以上
6,715名

1,160千株
16.1％

その他の法人
76名 950千株
13.2％

外国法人・外国人
39名 328千株
4.6％

自己株式
  1名

128千株
1.8％

■ 所有株式数別分布表

個人・その他
8,085名

4,415千株
61.2％

500単元以上
25名

 2,948千株
40.9％

1単元未満
649名
 5千株
0.1％

金融関係
48名 1,387千株
19.2％

100単元以上
74名
1,409千株
19.5％

10単元以上
786名
1,685千株
23.4％

1単元以上
6,715名

1,160千株
16.1％

その他の法人
76名 950千株
13.2％

外国法人・外国人
39名 328千株
4.6％

自己株式
  1名

128千株
1.8％

世界経済は、コロナ禍からの経済正常化が進む一方、コロナ禍による繰越需要が一巡し、インフレや金融
引き締めによる影響により、成長が鈍化傾向。日本経済は総じて回復基調にあるが、設備投資は弱含みの
状態が継続。

営業利益：売上総利益率の低下や販管費の増加があったが、売上高の増加により1,249百万円となった。
経常利益：為替差益の計上により1,414百万円となった。
親会社株主に帰属する当期純利益：減損損失のほか、法人税、住民税及び事業税などにより929百万円と
なった。

自動車業界向けの射出成形関連の受注低迷が続いたうえに、スマホ・ＶＲ用レンズ受注の一服感もあり、
受注高は15.9％減、受注残高は24.9％減となった。
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詳しいIR情報は、
当社ホームページにて掲載しています。
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三田工場
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エム・エルエンジニアリング㈱
静岡県藤枝市
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本社
大阪第二オフィス
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東京営業所
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北関東サービス
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東アジア 日本 北中米

東南アジア

株主のみなさまには、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
ここに当社の第75期報告書をお届けいたします。
足元は厳しい経営環境が続いておりますが、成長戦略の実行と企業体
質改善に取り組み、中長期的な株主価値向上に努めてまいります。
株主のみなさまにおかれましては、今後ともなにとぞ倍旧のご支援と
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

2024年6月26日

現場第一主義を基本姿勢とし、創業以来培ってきた技術を基に、
お客様の生産活動の改善につながる提案と、
お客様に喜んでいただける製品・サービスを提供することにより、
世界の人々のより豊かで安全な暮らしに貢献します。

当期の業績

代表取締役社長 白石 亙

商 号 株式会社カワタ
（KAWATA MFG. CO.,LTD.）

本 社 〒550-0011
大阪市西区阿波座1-15-15

設 立 1951年7月13日

資 本 金 977,142,640円

従 業 員 数 244名（連結809名）
（使用人兼務取締役、出向社員、契約社員、パート
タイマー及び嘱託再雇用社員は除く）

■ 会社の概要（2024年3月31日現在）  ■ 役 員（2024年6月26日現在）  

■ カワタグローバルネットワーク

〒550-0011 大阪市西区阿波座1-15-15　TEL （06）6531- 8211

発 行 可 能 株 式 総 数 20,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 7,210,000 株
単 元 株 式 数 100 株
株 主 数 8,249 名

（前期末比 406 名増）

■ 株式の状況

株主メモ
事　業　年　度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の管理機関
同 連 絡 先

公　告　方　法

1. 	�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おります。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主
名簿管理人ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 	�特別口座に口座をお持ちの株主様の各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座管理
機関にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次
ぎいたします。

3. 	�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

上場証券取引所
会 計 監 査 人

東京証券取引所　スタンダード市場
EY新日本有限責任監査法人

（ご注意）

毎年4月１日から翌年3月31日まで
毎年6月中
定時株主総会　　　3月31日
剰余金の配当   期末3月31日
　　　　　　　中間 9月30日
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町3-６-３
☎0120−094−777（通話料無料）
電子公告
ただし電子公告による公告ができない場合は、日本経済新
聞に掲載します。
当社ホームページ    （https://www.kawata.cc/）に掲載

代 表 取 締 役 社 長 白 石　　　 亙

取 　 　 締 　 　 役 白　 井　 英　 徳

取 　 　 締 　 　 役 木　 水　　 　 均

取 　 　 締 　 　 役 橋 本 敏 郎

取締役常勤監査等委員 田 端 久 和

取 締 役 監 査 等 委 員 佐 々 木 　 清 　 一

取 締 役 監 査 等 委 員 玉 置 繁 之

■ 大株主（上位10名） 

株 主 名 持株数
カワタ共伸会 495,000 株

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 256,000
カワタ従業員持株会 243,080
㈱三菱ＵＦＪ銀行 227,300
島根良明 114,300
日本生命保険相互会社 110,700
明治安田生命保険相互会社 110,000
大阪中小企業投資育成㈱ 110,000
日本システムコントロール㈱ 109,200
日本マスタートラスト信託銀行㈱（役員報酬BIP信託口・76541口） 100,659
※上記のほか、自己株式が128,308株あります。

会社情報 株式情報 2024年3月31日現在
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■ 所有者別分布表

個人・その他
8,085名

4,415千株
61.2％

500単元以上
25名

 2,948千株
40.9％

1単元未満
649名
 5千株
0.1％

金融関係
48名 1,387千株
19.2％

100単元以上
74名
1,409千株
19.5％

10単元以上
786名
1,685千株
23.4％

1単元以上
6,715名

1,160千株
16.1％

その他の法人
76名 950千株
13.2％

外国法人・外国人
39名 328千株
4.6％

自己株式
  1名

128千株
1.8％
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状態が継続。

営業利益：売上総利益率の低下や販管費の増加があったが、売上高の増加により1,249百万円となった。
経常利益：為替差益の計上により1,414百万円となった。
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